
島根大農研報（Bu11Fac　Agr　Shmane　Umv）⑲：110－117．1985

大型圧密装置による締固め不飽和土の圧密実験

鳥　　山　　胱　　司＊

Exper1mental　Stud－y　of　Conso11d．at1on　of　Compacted．Part1a11y

　　　　Saturated　S011s　Usmg　Large　Conso11dometer

　　　　　　　　　　　Koushi　T0RIYAMA

　The　one　d．1mens1ona1co血press1on　tests　of　colmpacted．s011s　und．er　undramed　and．d．ra1ned．

cond1t1ons　were　carr1ed．out　us1ng1arge　conso11d．ometer　The　s1ze　o｛spec1皿en1s30cm

d．1ameter　and．10cm　he1ght　The　s011s　used．m　the　exper1血ent　are　a　c1ayey　s011and，

m1xed．s011s　of　the　c1ayey　s011and．gra∀e1wh1ch　maxmum　d1an1eter1s1O　mm

　FroIn　this　exper1皿ent，the　fouowmg　resu1ts　are　obtamed一

（1）Und．er　und－ramed　cond1t1on－the　pore　pressure　bu11t　up’by　con1press1∀e　stress　m　c1ayey

s0111s11tt1e　m　dry　s1d．e　of　opt1mum血01sture　contentω。μand．1arge1n　wet　s1d．e　ofω。が

When　com．press1ve　stress1s　agam　app11ed　after　c㎝so11dat1on　of　c1ayey　s011，the　pore

pressure　bu11t　up　under　undra1ned　cond1t1on1s1ncreased1n　dry　s1d．e　ofω。がand　decreased

m　wet　s1de　ofωoμm　compar1son　w1th　the　pore　pressure　at　f1rst　t1me

（2）　The　coeff1c1ent　of　conso11dat1on　o，1s　obtamed．from　co皿press1ve　stramε，Pore　water

pressure伽and．Pore　a1r　pressure〃、　The　va1ue　of6”forε，伽and。〃αare　mutuauy

d1fferent　and　the　va1ues　of6むfor〃ω　and〃αare　greater　than　that　forε

（3）　The　rate　of　second．ary　conso11dat1on　ゐ／∂1ogカ1s　about1×10’3～3×10－3and　th1s

1s　equa1to　the　va1ue　o．btamed．by　other＝many　co血pacted　s011s　w1th　stand－ard　oed．o血eter

（4）　The　great　pore　pressure1s　re血amed．after　the　co1皿p1et1on　of　pr1mary　conso11d－at1on

of　coInpress1∀e　stra1nε

（5）　The　m1xture　of　gra∀e1m　c1ayey　s011has　effects　on　the　decrease　of　Y01d　rat1o　and．

the1ncrease　of　coeff1c1ent　of　conso11dat1on

　　ト　まえがき
　　1），2）

　前報において締固め不飽和土の圧密実験の結果を報告

した．これにより最適含水比ω。μの乾燥側では間隙圧

はほとんど生じないが，湿潤側では大きな間隙圧を生じ

ること，間隙圧の消散過程はTerzagh1の理論曲線に似

ているが理論値より遅れること，間隙圧のHi1fの式は

実測値に比べて過大な値を与えることが明らかになっ

た．

＊農業施設工学研究室

　これらの実験は標準締固めをした直径10cm　高さ

127cmの供試体の等方圧密によるものである。締固め

土の圧密が問題となるフィルタム，大規模盛土等では圧

密はほぽ一次元的に生じると考えられる．また標準圧密

試験との対比の点からも，締固め土を一次元圧密実験す

ることが望ましい．そこで大型圧密装置を試作し，これ

を用いて圧密実験を行った。本装置は礫を含むフィルタ

ム遼水材料の圧密特性の研究を目的としたものである

が，今回は締固め土の一次元圧密の基本的性質を調べる

ため，粘性土（藤ノ森粘土）のみの圧密特性への締固め
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　図一2試料土の粒度曲線

表一1　藤ノ森粘土の物理的性質

含水比の影響を実験し，さらに礫を含む粘性土の圧密特

性についても実験した。

2。夫型圧密装置と実験方法

　本実験で用いた圧密装置は供試体直径30cm，高さ

10cmであり，供試体高さは15cmまで増加することが
　　　　　　　　1），2）
できる．第1，2報での締固め土の圧密実験は一重セル

を用いて行った．この方法では供試体直径10cm，高さ

12．7cmであり，等方圧密と異方圧密が可能であるが，完

全な一次元圧密はできない．このため，標準圧密試験と

の比較ができない．そこで，標準圧密試験でのリングを

大型化した直径1）＝30cm，高さH＝10clmで1）／H＝3

の圧密容器とした．本圧密装置の概略を図一1に示す．

圧密リングはステンレス鋼製であり，底盤には間隙水圧

測定のためのポーラス・セラミックと間隙空気圧測定用

の粗いポーラス・ストーンが取り付けられている．圧密

応力は最高20kgf／cm2とした。これは高さ100mの

フィルダムの基礎近くの圧力である．これは農業土木で

建設される最大級のフィルダムの圧力に相当する。圧密

応力はコンプレッサーでの空気圧を増圧装置によって増

加し，油圧として圧密装置の上部のピストンに加えた．

増圧装置はべロフラムシリンダーを使用したもので摩擦

はほぼ無視できるが，実験申，O．3％程度の圧力変動が

認められた．

　実験に用いた試料土は藤ノ森粘土である。この物理的

性質を表一1に示す．さらに礫の圧密特性への影響を調

べるために2～5mmと5～1Omm径の礫を等量ずつ藤

ノ森粘土に混入した．試料土の粒径加積曲線を図一2に

示す．図でF1OOは藤ノ森粘土のみ，F80，F60，F40，

F20は藤ノ森粘土が80，60，40，20％で残りが礫である．

したがって，礫率はそれぞれ20，40，60，80％となる．

　F1OO試料土では非排水状態での間隙圧の発生，圧縮

液性　限　界（％）

塑性　限　界（％）

塑性　指　数

土粒子の比重

最適含水比（％）
最大乾燥重さ（g／cm3）

45，1

25，3

19．8

2．701

24．5

1．559

表一2供試体諸元

供試体
番　号

F100－1

F1OO－3

F100－4

F1OO－5

F1OO－6

F1OO－7

F1OO－8

F80

F60

F40

F20

実　験　前

ω
（％）

28，9

26，7

23，7

25，9

27，3

29，5

30，1

22．8
（27．2）

23．4
（28．3）

16．7
（23．6）

13．1
（26．5）

　γδ
（9／cm3）

1．436

1．496

1．528

1．499

1．556

1．457

1．435

1．669

1．652

1．750

1．853

3

O．881

0．805

0．768

0．802

0．736

0．854

0．882

0．614

O．627

O．531

O．442

実　験　後

ω
（％）

21，7

23，0

22，2

22，3

22，0

20，3

22，3

17．3
（20．5）

16．2
（20．5）

15．1
（21．O）

11．9
（14．6）

　γδ
（9／cm3）

1．843

1．693

1．817

1．678

1．800

1．811

1．766

1．921

1．927

2．017

1．991

6

O．466

0．595

0．487

0．610

0．501

0．491

0．529

0．402

O．394

0．328

O．342

　〔注〕カツコ内の数字は2mm以下の含水比

量，排水時の圧密特性への締固め含水比の影響の検討の

ため，最適含水比ω。μの乾燥側から湿潤側まで7含水

比の試料土を用いた。礫の圧密への影響は概要を調べる

ために藤ノ森粘土の含水比をほぼ一定にして行う予定で

あったが，F40の含水比が予定より大きく乾燥側にずれ

た．実験前後の供試体諸元を表一2に示す。
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　供試体は圧密リング内に標準締固め用のランマー（重

量2．5kgf，落下高さ30cm）で3層180回で締固めた。

この締固めエネルギーは5．73kgf－c㎜／cm．3で，標準締

固めエネルギーより2％だけ多い．

　締固め後の圧密リングと供試体を圧密装置にセット

し，上部を組立てた後，約20時間放置した．その後，非排

水状態で圧縮応カを加えた。標準圧密装置ではO．05～

12．8kgf／cm2の応力範囲で応力増加比ψ／ク＝1．Oで

圧密応力を増加させるが，締固め土では突固めによって

先行圧密と同様の状態となっているため，圧密応力は一

定量ψずつ段階的に加えた方が現場施工との対応から

も合理的である。そこで圧密応力は約1．O　kgflcm2の

段階きざみに増加した。

　本圧密装置は供試体上面からのみ排水可能である。排

水，非排水は供試体上部からの排水用コックの開閉で行

える．実験は圧密応カク＝10kgf／cm2までは非排水状

態で約30分間隔に応力を増加し，ク＝10kgf／cm2となっ

た状態で約20時間非排水状態におく．その後，排水コッ

クを開いて圧密を行った。一次圧密終了後，排水コック

を閉じて再度，非排水状態で圧縮応力を1kgf／cm2ず

つ増加して，ク＝20kgf／cm2とし，約20時間おいた後，

圧密を行った．
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　実験終了後，圧密装置を分解し，圧密リングと供試体

重量を測定後，試料土の含水比を測定した．実験終了後

の供試体諸元も表一2に示す。

　　3。非排水圧縮特性

　圧縮応力は＾非排水状態で1．O　kgf／cm2ずつ30分間隔

に増加し，ク＝10kgf／cm2となると圧密をした。圧密終

了後，非排水状態でク＝20kgf／cm2まで再度二圧力を

増加した．不飽和土では問隙水圧〃ωと間隙空気圧吻

がある．今回の実験でも前報と同様に大きな負の間隙水

圧，即ち，サクションは測定されなかった．ただし，

ク＝10，20㎏f／cm2で圧密した場合，圧縮ひずみε～
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図一3　間隙圧一圧縮応力の関係への

　　　締固め含水比の影響
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図一4　間隙圧一圧縮応カヘの礫率の影響
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図一5　伽／ク，吻／クと締固め含水比の関係
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図一6　間隙比と有効応力の関係
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1og⑳関係から，一次圧密の終了が確認された後も大き

な間隙水圧が残留したり，一度消散した間隙水圧が，再

度増加し，その後ほぼ一定値をとるという今までに無い

煩向が得られた．

　非排水遇程での圧縮応カクと間隙水圧物，間隙空気

圧吻の関係への締固め含水比の影響を図一3に，礫分

含有率の影響を図一4に示す．ク＝10kgf／cm2で圧密に

よって物，〃αが低下している．しかし前述のように残

留間隙圧物γ，吻。が存在したため，〃ω，吻とも0とな

っていない。F100試料土では締固め含水比の低下とと

もに発生する伽，吻は小さくなっている．図一3での

特徴は圧縮応カクがOから10kgf／cm2の範囲では

伽≧物となり，これは従来からの吻≧〃ωとなるとの

考え方および不飽和土でのサクションの測定結果と同じ

煩向である．しかし，クが10から20kgf／cm2の範囲

では物≧吻となり，従来と全く異なった結果となって

いる．さらに締固め不飽和土では載荷遇程で圧密をし，

物，吻を消散させると，それ以後の非排水遇程で生じ

る伽，物は低下するとされている．図一3より，含水
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図一7　物～σ1関係への締固め含水比の影響
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図一8　吻～σ1関係への礫率の影響

比の高いF100－6，8では圧密後のク＝10～20kgf／cm2

での再圧縮遇程での物，吻はクニ0～10kgf／cm2での

〃ω，吻に比べて小さい．しかし最適含水比よりかなり

乾燥側では圧密後の吻，吻の方が大きな値となってい

る．

　図一5に伽／ク，〃α／クと締固め含水比ωの関係を示

す．最適含水比ω。μおよびその湿潤側では圧密中，間

隙水と空気が排出され飽和度はあまり変わらないが，体

積圧縮係数榊が小さくなる．このため，再圧縮後に生

じる間隙圧物，伽は小さくなる．しかし，ω・がの乾

燥側では圧密によって間隙空気のみが排出され，飽和度

が増加する．このため，再圧縮時の〃ω，吻は初期に比

べて大きくなったものと考えられる．ただし，ω・がの

乾燥側で生じる間隙圧は圧縮応力の20～30％以下である

から，フィルダムの安定上，大きな間題にはならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　不飽和土の有効応力σ1はB1shopにより

　　　σ1＝σ一〃α十x（〃α一〃ω）

で与えられている．この式は不飽和土の勇断強度に対す

る有効応力としては適用できるが，体積変化に対しては
　　　　　4）
適用できない．現在までのところ締固め不飽和土の体積

変化に対する有効応力式は与えられていない。これは不

飽和土を水浸するとサクソヨノの消失によって有効応力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
が減少するにもかかわらず，体積を減少する土やモンモ

リロナイトを多く含む土では土粒子間に多量の水を吸着
　　　　　　　　6）
して体積膨張する土が存在するためである．そこで，こ

こでは締固め土の体積変化に対する有効応力σ’を

　　　σ・一クユ（物十μ、）

　　　　　　　2

と仮定して，非排水遇程と圧密遇程での有効応力σ1と

間隙比θの関係を求めた．この結果を図一6に示す．

図中の点線部分は非排水で20時間置いた部分，圧密部分

および圧密終了後の第1回載荷の部分を示す．初期間隙

比に大きな差があるが，（i）F1OOのω。μの湿潤側

（F1OO－1，6，7，8），（i）吻μの乾燥側（F100－

3，4，5），（血）礫率の小さな土（F80，F60），

（iv）礫率の大きな土（F40，F20）に大別される．こ

のうち，（i）のω。μの湿潤側は圧縮性が大きいこと

が，（i），（血），（iV）は初期間隙比がθ～σ’関係に影

饗している．

　間隙比θ～σ1関係から求めた体積圧縮係数吻とσ1

の関係を図一7，8に示す．図申の点線は図一6と同様

にクニ10，20kgf／cm2での20時間放置後と圧密遇程で

の吻を表わす．ク＝10，20kgf／cm2で20時間放置した

場合，〃α，物はやや増加または減少し，体積圧縮が進

行する．このため，放置の段階で刎りが増加しそいる．

圧密は3～7日間行ったが，この間の有効応力の増加量
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も大きいため，F1OO供試体では吻は一定ないしやや

増加傾向を，礫混り土（F80～F20）では肋はやや滅

少傾向を示した．ク＝10kgf／cm2での圧密終了のθ～σ1

関係をみると，この部分のθの減少量がその前後に比

べて小さい。この結果，この部分で物が非常に小さ

な値となっている．これは図一7，8でのクニ10から

11kgf／c皿2への移行部の吻がその前後の％～％程度

であることに顕著に現われている．正規圧密粘土を長期

間二次圧密すると，疑似先行圧密が生じて3～10gク曲線

が遇圧密を受けた様な形状となる。締固め土は正規圧密

粘土ではないが，圧密によって正規圧密粘土と同様の二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
次圧密効果が生じたものと考えられる．前報では藤ノ

森粘土F100の直径10cm，高さ12．7cmの供試体を等

方圧縮した場合の吻～σ1関係を求めたが，σ1＝1～

6kgf／cm2に対してω。μの乾燥側で吻÷1x1O■2

cm2／kgf，ω。がの湿潤側で吻÷2×10－2c血2／kgfとな

った．これに対して大型圧密ではσ1≦3kgf／c血2では

吻はσ1の増加とともに減少し，σ1≧3kgf／cm2では

ほぽ一定値となり，吻＝5～7×10■3cm2／kgfである．

これは等方圧密の約％の大きさである．この原因として

は等方圧縮と一次元圧縮での応カ状態の差，一次元圧縮

では圧密リングの壁面摩擦による圧縮応カの減少が考え

られるが，これらの要因のみでは吻が％になるとは考

えられず，供試体の大きさの影響も考えられる．即ち，

供試体作製のためには試料土をモールドやリング内に突

き固めるが，これらは壁面近くでは締固め木十分とな

る．さらに上下面は供試体整形のため，ストレートエッ

ジで削るが，この部分がゆるむことも考えられる．これ

　　l　　l0　　100・（ml・）1000
　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

α臥

　⑭　　、α、

　　　息
（　　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　2
“50　　　　　　　　　　q、
マ　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　（
三　　　　　　　εへ　　　U。　　　§
ξ　　　　　　　叫w　印押4ω
　　　　　　　　　　　　　　＼
100

　　（。）FlOO－7p＝1O．27k細　　冥α
　　　　　　　　　　　　　　　　　．9、　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，喝一◎一一e．6

らのゆるい部分の割合は供試体体積が大きくなるほど小

さくなる。このゆるみは吻を大きくする要因であり，

これも等方圧密と大型圧密での吻の差の一因と考えら

れる．

4．圧　密　過　程

　圧縮応カクニ10kgf／cm2と．20kgf／cm2で排水・排

気を行い，圧密中の沈下量，間隙水圧物、間隙空気

圧吻を測定した．沈下量からひずみεを，物，吻か

らは間隙水圧と間隙空気圧の消散度σω，σαを求めた。

　　　σ一一（・一叢）・…　（・）

　　　肌一（・一篶）・…　（・）

ここに物。，伽oは圧密開始前の間隙水圧，間隙空気圧

である．圧密時間カとε，σω，σαの例としてF100－7

とF60を図一9（a），（b）に示す。いずれの供試体でもε～

1og¢関係は飽和土の圧密曲線と類似した形をしており，

Casagrandeの方法によって一次圧密部分の直線と二次

圧密部分の直線を引き，一次圧密終了点を求めることが

できる．しかし，吻，伽は図一9に示すように一次圧

密終了後，急激に増加し，圧密開始約1日以後は沈下は
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進むが，吻，伽はほぼ一定値を保ったままであり，7日

間程度では全く消散の煩向が認められない．図一10（a），

（b）に圧密終了時（圧密開始3～7日後）の残留間隙水圧

　　　　表一3　圧密中の応カ増加比∠σ1／σo’

Nα クニ1O ク＝20

F1OO－1 1．91 O．233

F100－3 O．106 O．099

F100－4 O．039 O．080

F100－5 O．194 O．125

F1OO－6 O．561 O．142

F1OO－7 2．OO O．318

F100－8 2．68 O．315

F80 O．707 O．088

F60 O．592 O．100

F40 0．408

F20 O．115

吻〃，，間隙空気圧伽γと締固め含水比および礫含有率

との関係を示す。ほとんどの供試体で停10kgf／cm2

に比べてク＝20kgf／cm2の場合の物γ，〃αγの方が大き

く，かつ，締固め含水比とともに，また礫率の滅少とと

もに伽γ，吻γが増加している。

　一次圧密終了後に間隙圧が増加したり、大きな残留問
　　　　　　　　　　　　　　　1），2）
隙圧が存在することは等方圧密実験の場合には生じなか

った．この原因を圧密装置に求めることはできない。な

ぜならば，排水パイプが詰ったものと仮定すれば，排

水，排気が生じないから二次圧密が継続しないはずであ

るが実際には生じていること，間隙圧測定装置はO点法

で水銀マノメータで測定しており，測定用鍋パイプは実

験後，毎回，脱気水で洗っており，その際，パイプの目

詰りは生じていないこと，圧密申の荷重変動幅はO．5％

以下であり，供試体底面での土圧の変動幅もO．5％以下
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であったこと，実験は20℃の垣温室内で行い，温度変化

は1℃以下であったことなどである．この残留間隙圧に

ついては今後；実験材料を変えて，その有無を調べる必

要があろう．

　圧密係数oリをε，σω，σα～1og玄関係から求めた．

ε～1og¢関係からは一次圧密でのひずみε1。。の30，50，

80％の時間に対しての～を，σω，σα～1og玄関係から

はσω，σαが30，50，80％の時間に対してのωを求め

た．圧縮ひずみεに対する圧密係数を6。、，間隙水圧と

間隙空気圧に対する圧密係数を舳，肋とし，圧密度

30，50．80％はそれぞれにサフィックスの30，50，80

を付して表わす．図一11に的、，～，肋と締固め含水比

ωの関係を示す．o眺は圧密度の増加とともにやや大き

くなる．また，締固め含水比ωの増加とともにやや大

きくなっている。これに対して，舳，～は圧密度の

増加とともに減少しており，かつ，締固め含水比に対し

てほぼ一定値をとっている．等方圧密でひωから求め

た舳は2～6×10・3cm2／secであったが，一次元圧

密での舳＝4～10×10．2c㎜2／min＝O．7～1．7×10‘3

cm2／secであって，等方圧密の値の約％である．また

図一10のω、，6舳，肋の比較より，ひずみから求めた

6眺が間隙圧より求めた6舳，物に比べて小さい．そこ

で圧密度50％での舳／ω、，ωα／6眺と締固め含水比の関

係をプロットすると図一12となる．ωの増加とともに

両者の比は1．Oに近づいているが，ク＝10kgf／c皿2の場

合に比べてク＝20kgf／cm2の場合の方が大きな値と

なっている．図よりω≦26．7％の含水比の供試体の

舳／6似、，oδα／6眺は2．O以上であり，ω≧27．3％の含水

比の供試体ではク＝10kgf／cm2の場合，ほぽ1．Oに近

く，ク＝20kgf／cm2の場合は2．O以上となっている。

この比が2．O以上となっている場合の一次圧密100％で

のひずみε100．はク＝20kgf／cm2のω＝29．5，30．1％

の場合には1．35％，1．64％であるが，他は1．O％以下

である．これに対して～／ω、，肋／ω、が1．Oに近い場

合のε100は最小で2．35％，他は3．5％以上の大きなひ

ずみが生じている。これらの大きなε。o。を生じる圧密

では排水開始後，すぐに沈下が始まり，間隙水の排出も

生じる。また飽和度も高いため，圧密はTerzagh1の一

次圧密に近い形で進み，したがって，6眺と舳，6ψαが

ほぼ等しい値となる．しかし，εべ・oが小さい場合，圧密

開始と同時に間隙水圧、間隙空気圧の減少が始まるが，

圧密沈下はほとんど進まず，50分程度の経過後から圧密

沈下が進みはじめ，間隙水圧や空気圧の消散に対して沈

下の遅れが顕著となる．これが～，～に比べて6眺の

小さくなる原因である．各供試体の圧密応力が10，20

kgf／clm2の場合の圧密前後の有効応力の差■σ1と圧密

開始前の有効応力σ。’の比∠σ’／σ。”を圧密申の応力増

加比とすると，この値は表一3となる。表一3より，

～、÷～÷6似αとなる場合の∠σ！／σo■はO．56以上であり，

舳，肋が勿、の2倍以上となる場合は∠σ！／σo！がO．32

以下である。締固め土を標準圧密装置で圧密した場合，

応力増加比ψ／声が小さくなるとε～1ogあ曲線が変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
して，一次圧密と二次圧密の区別がつきにくくなるが，

この場合も4σ！／σo”が小さい場合に同様の状態になった

ものといえよう．

　礫混入の場合の勿、と礫率の関係を図一13に示す．

F20，F40ではク：20kgf／cm2での圧密を行わなかっ

たが，F60，F80，F100に比べてF20，F40の6眺は

大きな値となっている．F20に比べてF40の伽の方が

大きい．F20では伽，伽は圧密開始とほとんど同時に

○となり，圧縮ひずみのみが増加し，圧密曲線に類似

したε～10tな曲線になったのでω、を求めてみた．これ
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に対してF40では圧密開始と同時に伽，吻の50％が消

散し，その後は他の供試体と同様の消散過程をとった．

さらにF40では他の供試体と異なって，圧密開始と同時

にε1．oの25％のひずみが生じた．このため，F40のo。、

が非常に大きくなった．

　ε～1ogヵ曲線の二次圧密部分のこう配ゐ／∂1og左と締

固め含水比の関係を図一14に，ゐμ1ogカと礫率の関係

を図一15に示す．かなりの変動があるが，標準圧密装置

を用いて行った各種の土の二次圧密速度∂ε／61og¢の
　　　　　　　　　　　　　　7）8）
大部分がO．5～3．O×1O・3であったのと比較するとほぼ

等しい値となっており，二次圧密速度への供試体高さの

影響は無いものと推定される。

5。あ　と　が　き

　締固め土の大型圧密実験を行い，次のような緕果を得

た．

1．締固め含水比の増加とともに非排水状態で生じる間

隙圧伽，吻は大きくなる。ω。μの湿潤側では載荷重

の50％以上が間隙圧となる。

2　圧縮応カク＝10kgf／cm2で圧密後，再度，非排水

状態で圧縮すると，ω。がの乾燥側では以前より大きな

間隙圧が，ω。μの湿潤側では小さな間隙圧が生じる．

3．体積圧縮係数吻は有効応力σ！が3kgf／cm2以

下ではσ1の増加とともに減少するが，3kgf／cm2以上

ではほぼ一定値となり，5～7×10－3cm2／kgf程度であ

り，これは等方圧密で求めた吻＝1×10．2cm2／kgfに

比べて小さい。

4．圧密後，再度，非排水状態で圧縮応力を増加する

と，圧縮応力の増加による体積の減少が非常に小さくな

るが応力範囲が存在する。

　圧密過程では圧縮ひずみεと1ogなの関係は正規圧密

粘土と類似した形状をし，一次，二次圧密に分離でき

る．しかし，間隙圧物と伽は一次圧密終了後に大き

な値が残留する場合がある．

6．圧密係数ωはひずみ，問隙水圧，間隙空気圧から

求めた値6・、，舳，吻がそれぞれ異なる。6ω、は圧密申

にやや大きくなり，舳，ωαは圧密の進行とともに減少

するが，ω、は伽，や肋より小さい．

7．二次圧密速度6εμ1og¢は1～3×10・8で，小型の

標準圧密装置での他の試料土の値とほぼ等しい．

8．礫の混入により，問隙比6は減少し，非排水状態

で生じる間隙圧は低乍した。また圧密の進行も遠くなっ

た。

　なお，本実験を行うにあたりましては農業施設工学研

究室の専攻生の今岡幸男君，多久和泰正君，福島真二君

に多大の協力を賜わりました。ここに記して，深く感謝

の意を表します。また本実験装置は昭和58年度科学研究

費（一般（C）58560230）によって購入しました．
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